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著作権法学会会員 各位 
 
拝啓 

 新型コロナウィルスの感染拡大に伴い、不安な日々をお過ごしのことと拝察いたします。

東京では、4 月 7 日に国の「緊急事態宣言」が出され、様々な活動に対して自粛の要請が

なされております。とりあえず、5 月 6 日までこの状況が続くことになっていますが、そ

の後どのようになるのかについても見通せないところです。当学会では、6 月 6 日(土)に

総会・研究大会を予定しておりましたが、その開催および当分の間の学会における活動に

ついて、理事会として、以下のように決定いたしましたので、お知らせいたします。 

 

１．6月 6日(土)に予定している今年度の総会・研究大会を中止する。 

２．今年度中に、総会・研究大会を開催するか否か(場合によっては、今年度は開催しない

ことも含めて)については、今後の状況の進展を踏まえて、理事会で検討する。 

３．規約では、役員の任期は 2年と定められていて(規約 11条 1 項)、今年度の総会で役員

(理事・監事)の改選が予定されていたが、このような事情に鑑み、次の総会で新たな役員

が選任されるまで、現在の役員がこれまでの職務を引き続いて行うこととする(同条 3項)。 

４．2020 年 4月以降においては、例年必要とされてきた事務処理に必要な費用の支出に限

定し、新たな事業等への支出は行わないものとする。 

５．2020年度においても、会員には従来通り会費の負担をしていただくこととし、５月以

降に会費請求をする(従来 4 月中に行っている請求書の発送を現在のところ、停止してい

る)。 

なお、会費については、総会・研究大会の開催中止にかかわらず、日常的な学会の事務

の管理(学会支援機構、ソフトウェア情報センターへの事務委託)、機関誌の刊行などに費

用がかかることは例年と異ならず、今年度内に総会･研究会を開催することも検討すること

を踏まえて、上記のように、今年度の会費を請求することといたしました。ただし、総会

・研究会を年度内に開催できるかなど今後の状況の変化を踏まえて、会費の免除(あるいは

減額)が妥当であると判断されるときは、2021 年度会費の請求の是非の問題として検討す

ることとします。 

 

このような困難な状況が一刻も早く終息し、以前のような生活に戻れることおよび会員

の皆様のご健勝を祈念いたします。 

敬具 
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※新型コロナウィルス感染症に係る緊急事態宣言を受け、事務局員の出勤を抑制して
おります。そのため、お電話での対応が難しくなりますので、お問い合わせ等は 
【原則として電子メール】にてお願い致します。 


